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2010年4月

着任最初の全校朝会で
の問いかけ
何のために学ぶのですか

100点を取るためですか

それとも・・・

皆さんの考えを聞かせて
くださいね。



主体的な学びはどう作るのか

①「主体的な学び」・・してきましたか？

② 「子どもの学びに火をつける]

③「こどもの学びに火をつける」ために
あなたならどうする？

（水と私たちの暮らしを例に）
(火事と私たちの暮らし)

④ 評価の視点(国立教育政策研究所を超えろ)

⑤ ホールスクール・アプローチ

⑥ 総合的な学習の時間と学力の相関



あなたは、子ども時代から今まで

「主体的・対話的で深い学び」で

学んだこと、ありましたか？

①主体的な学習の課題と進め方



・答え合わせをして、
合っていると安心できた。

・学級には [できるやつ] がいて、
順位は変わりにくかった。

正解がある 基礎・基本

ＡＢＣや点数で評価されていた到達度評価

知識・理解

私たちは、古い教育観の中で育ってきました。



自分たちで問題を発見し、その問題の
解決のために学んできた？

誰にも答えのわからない問題について、
調べ、考え、話し合って、みんなが納得
するような答えを探してきた？

色々な教科等で学んだことを活かして、
問題を解こうとしてきた

学んだことを元に、自分たちの行動を
変容させてきた？

主体的

対話的

横断的

深 い



もう一度聞きます！

あなたは、子ども時代から今まで

「主体的・対話的で深い学び」で

学んだこと、ありましたか？



〇 主体的な学習をしたことがある
× そのような学習経験はない
△ 無回答

学生さんたちに聞いた
主体的な学習体験の有無

ある国立大学教育学部 ３年生
１８０名へのアンケート調査結果

2022年8月9日 手島利夫

※ 先生方は主体的な学びを創ろうと、工夫を
していました！でも、みなさんはその本音
を見透かしていました。

４人・・・
１６１人・・・
１５人・・・
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学びへの原動力

成績の向上,親・教師の期待、内申点アップ、

学 ぶ 喜 び

面白さ、体験、感動、驚き、共感、疑問、

ＳＤＧｓ時代の主体的な学び

外的動機

内的動機



ＳＤＧｓ時代の学び

実際の学校教育ではどのように考え、

作っていけばいいのでしょうか。

東京都江東区立の小学校で取り組んだ、

先生方向けの研修会用のプレゼンを

お見せしましょう。



東砂小学校の教育目標から話を始めましょう。

※ 三色の枠をつけたのは、学習指導要領で示す「生きる力」の色を踏まえています

← 学びに直結するのが「かんがえる子」ですね。



確かな学力 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku/korekara.htm

文部科学省のホームページより

確かな学力
って何？

豊かな人間性 健康や体力

かんがえる子
（思考力）

自ら課題を見つけ
（問題発見力）

file:///H:/八名川小学校校内共有より(341ＧＢ）/１、校長フォルダ/１，ユネスコスクール（東雲小データも）/０令和６年　２０２４年度/20240118　小平第五小学校11月15日に研究発表　松本雅史校長先生　８１４２－４６３－２１００/小平市教育振興基本計画（小平市の教育令和６年版）/確かな学力
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku/korekara.htm


「確かな学力」ってこれだけかな？
他にどんな「力」があるのだろう。

皆さんが考えた学力、どれも重要ですよね。

思
考
力

確かな学力

問
題
発
見
力

あなたはどう思います？
グループの仲間と相談
してもいいですよ。



確かな学力
（文部科学省）

学びで育つ順に 番号をつけてみようか。
グループの仲間と相談してもいいですよ。

①

②
③

④

⑤

知識 も、どれとも関係 しているみたいですね

①？意欲は

単元全体にも
関係しそうだね
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学 び 方問題解決的な学習過程

知 識 ・ 理 解

それぞれの「力」の部分を「学習過程」
を表す言葉に置き換えられるかな
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主体的・対話的で深い学び

調べさせ学習

深い学び主体的

を越えて３つのステップ



問
題
に
気
づ
く

教師が問題を「示す」のでなく、
子ども自身に「問題に気づかせる」
ことができれば、未来型の先生です。
３つのステップを活かすといいですよ。



＜問題に気づかせる＞

1)体験活動や提示資料

をもとに基本的な

事実と出会う

2)体験したり資料を見

たりしたことから、

多様な気づきや感想

などをもち、それを

共有する・

学ぶ心に火をつける
<学習問題を明確にする>

3)教師が提示したり、子

どもが調べたりして出

合った矛盾する事実や

意表をつく話や資料等

から疑問を感じ、書き

出し学習問題に

まとめる

自分ごとに感じさせる

＜学習計画を立てる＞

4)予想を立てたり、学び方

や調べ方の順序や方法な

どを明らかにする

・こうなっているのではな

いだろうか

・どこに行けば、だれに聞

けば、何を調べればわか

るかな

親しみ・憧れ・共感
不安・危機感

それらをひっくり返し
疑問から学習問題へ

解決に向け何からど
うやって取り組もう

① ② ③



　　　３　年　単元展開計画表　教科等（　社会　）　単元名（　わたしたちのくらしとものをつくる仕事）　　　月　　日　～　　月　　日　　　　　担当（　　　　　　　　）

学習過程 問題に気づく 問題を明確にする 学習計画を立てる 学び・調べる まとめ・吟味する 発信・実践(転移・習熟）

趣　　旨

事実をもとにして、一人

ひとりが疑問（意見）を

もつ（多様化）

興味、関心必要感や価値観を伴う

学習問題をまとめる（集約化）

予想や学習（追

究）の順序、方法

などを明らかにす

る

計画に従って追究する（オー

プンエンドの学習を重視す

る）

・自分の意見をもつ

・評価をもとに修正する

・新たな問題をもつ

・学級や学校の内外に向

けて発信する・自分なり

の取り組みを継続する

（他の事象にあてはめて

考える。練習する）

指導内容

・理解させたいこと

・高めたい能力

学習活動

・活動内容

・活動形態

時間数（　　）

教科等横断的なつな

がり

開かれた学び

保護者・地域・企業

関係機関との連携

教師の働きかけ

・発問、助言、資料

・評価

 中央区立城東小学校（校長 古川清行先生)「学習問題の明確化に関する実証的研究」昭和60年11月の資料より,（ESDに向けた部分修正あり）



　　　３　年　単元展開計画表　教科等（　社会　）　単元名（　わたしたちのくらしとものをつくる仕事）　　　月　　日　～　　月　　日　　　　　担当（　　　　　　　　）

学習過程 問題に気づく 問題を明確にする 学習計画を立てる 学び・調べる まとめ・吟味する 発信・実践(転移・習熟）

趣　　旨

事実をもとにして、一人

ひとりが疑問（意見）を

もつ（多様化）

興味、関心必要感や価値観を伴う

学習問題をまとめる（集約化）

予想や学習（追

究）の順序、方法

などを明らかにす

る

計画に従って追究する（オー

プンエンドの学習を重視す

る）

・自分の意見をもつ

・評価をもとに修正する

・新たな問題をもつ

・学級や学校の内外に向

けて発信する・自分なり

の取り組みを継続する

（他の事象にあてはめて

考える。練習する）

指導内容

・理解させたいこと

・高めたい能力

学習活動

・活動内容

・活動形態

時間数（　　）

教科等横断的なつな

がり

開かれた学び

保護者・地域・企業

関係機関との連携

教師の働きかけ

・発問、助言、資料

・評価

 中央区立城東小学校（校長 古川清行先生)「学習問題の明確化に関する実証的研究」昭和60年11月の資料より,（ESDに向けた部分修正あり）



　　　３　年　単元展開計画表　教科等（　社会　）　単元名（　わたしたちのくらしとものをつくる仕事）　　　月　　日　～　　月　　日　　　　　担当（　　　　　　　　）

学習過程 問題に気づく 問題を明確にする 学習計画を立てる 学び・調べる まとめ・吟味する 発信・実践(転移・習熟）

趣　　旨

事実をもとにして、一人

ひとりが疑問（意見）を

もつ（多様化）

興味、関心必要感や価値観を伴う

学習問題をまとめる（集約化）

予想や学習（追

究）の順序、方法

などを明らかにす

る

計画に従って追究する（オー

プンエンドの学習を重視す

る）

・自分の意見をもつ

・評価をもとに修正する

・新たな問題をもつ

・学級や学校の内外に向

けて発信する・自分なり

の取り組みを継続する

（他の事象にあてはめて

考える。練習する）

指導内容

・理解させたいこと

・高めたい能力

めんづくりは家庭でもで

きる・材料・分量・手順

時間等を知らせる（まぜ

る、こねる、ねかせる、

のばす、切る、ゆでる、

洗う等）

・工場でのめんづくりの手順を予

想させる。（工程カード使用）

・工場の方の話から、工場では大

量のめんを短時間に少ない人数で

加工していることへの驚きを感じ

させ、工場での工夫に興味をもた

せる

工場見学 作品作りを進める。 区内の工場について、資

料集を使って調べさせ

る。

学習活動

・活動内容

・活動形態

時間数（　　）

・給食のメニューからう

どん作りの話題を広げ、

「子どもとつくろうかん

たんてづくりうどん」の

資料を見て、家庭でのう

どん作りの手順をまとめ

る

・王子小学校用のうどんを作って

いる玉川食品でのめんづくりにつ

いて、〇枚の写真カードの順番を

予想してならべ、説明文を考えて

書き足す。

・王子食品の方の話から、王子小

学校以外にどこの学校等への何食

を作るのか、その数や製造までの

時間や人数、種類等に驚きを感

じ、疑問をカードに書き出す。

カードをまとめ学習問題化する。

工場でのめんづく

りの工夫を工程ご

とに予想し、書き

出す。　●「考え

る」というのは活

動として見えない

から、「考えたこ

とをメモに書いて

仲間と共有する」

など、目に見える

活動として書いて

おくこと

見学し、メモを作成する。

・機械の様子

・働く人の様子

・衛生への配慮

・仕上がりまでの時間と配達

・作られている早さ等

「うどん工場新聞」等の

作品にまとめ、驚きを家

族等に伝える、あるいは

他の方法でまとめる。

北区内の他の工場につい

ても関心を広げ、どんな

工場がどのくらいあるの

か、どんな製品をどのよ

うに作っているのか資料

集等を使って調べまとめ

る。

教科等横断的なつな

がり

学級活動（食育） 国語（メモの工夫、質問のし

かた）

国語（新聞づくり）

開かれた学び

保護者・地域・企業

関係機関との連携

栄養士（給食でのうどん

メニューについて）

玉川食品の○○さんの話（動画、

あるいは教室に来ていただく）

玉川食品見学（00：00～ ・家族に伝える

・作品を玉川食品さんに

お礼を添えて届ける

教師の働きかけ

・発問、助言、資料

・評価

区内のメニューの立て方

もうどんとの関連で確認

する。

玉川食品さんを訪問し、どんな内

容の話をしていただけるか等、事

前に相談しておく。（名刺持参）

2人に一台のきたコンの活用

 中央区立城東小学校（校長 古川清行先生)「学習問題の明確化に関する実証的研究」昭和60年11月の資料より,（ESDに向けた部分修正あり）
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玉川食品さんを訪問し、どんな内

容の話をしていただけるか等、事

前に相談しておく。（名刺持参）

2人に一台のきたコンの活用

 中央区立城東小学校（校長 古川清行先生)「学習問題の明確化に関する実証的研究」昭和60年11月の資料より,（ESDに向けた部分修正あり）

●「考える」というのは活動と
して見えないから、「考えたこ
とをメモに書いて仲間と共有
する」など、目に見える活動と
して書いておくこと

●この表はどこから書き始め
ても良い。最後の活動をこうし
たいから・・と決めて書き込み、
そこに向かって初めに何する
か考えるというのもあり。



単元展開計画表ができたら、それを分かりやすく

レイアウトするのも可能になる。

研究発表などでかっこよく表示・・・なども可能に。

いずれにしても、主体的・対話的で深い学びが

しっかりと計画できていなければ、授業が成立し

ないので、子どもたちの心を読み切れることが

大切ってことです。



６月

・夢の給食メニュー
・給食にはたくさんの工
夫や努力が込められて
いる.・自分たちも食べ
残しで食品ロスに関
わっている
・身の回りにどんな食品
ロスがあるか予想し、実
際に調べたい
・実際に調査しまとめる

・地域の農家やスー
パーにはどのような
食品ロス問題があり、
どのような工夫や対
策をしているのか、見
学を通して調べる
・家庭での食品ロスに
ついて調べまとめる
・自分たちにできそう
なことを考える

・段ボールコンポストの
役割や可能性につい
て知り、実際に作って
使ってみる
・地域の農家やスー
パーの取り組みの意
味について話し合う

・段ボールコンポストで
作ったたい肥の活用
・地域の農家やスー
パーの取り組みの意
味について発信する

７月 ８月 ９月 １０月 １１

国語
メモの工夫・伝えたいこ
とをはっきりさせて書こ
う・

道徳
インタビューのマナー

社会
はたらく人
のしごと

栄養士・給食調理員
給食には様々な工夫や努
力が込められている

理科
たねまき

地域の農家・スーパー
農作業体験、店の見学

２０２４年度 ３年 ＥＳＤストーリーマップ「食品ロスって何だろう」 小平市立第五小学校 ２０２４年１１月１５日研究発表

スーパー
売り場へのポップな
どの掲示

保護者や青対小・
農家など地域の
方を招き、「もっ
たいないを広げ
よう」の会、開催

第１次（１０時間）
身近な食品ロスについて

問題に気づこう

第２次（２０時間）
地域の食品ロスに
ついて調べよう

第３次（１０時間）
地域の方たちに何を
どう、伝えたらいい
のか案を出し合い、

検討しよう

第４次
（家庭や地
域に向けて
発信しよ
う）

算数
表と棒グラフ

探究的・問題解決的な学習過程があって

主体的・対話的な学習活動があって

教科・領域での学びの活用があって

保護者・地域・企業や関係機関と連携した学び



６月

・夢の給食メニュー
・給食にはたくさんの
工夫や努力が込めら
れている
・自分たちも食べ残し
で食品ロスに関わって
いる
・身の回りにどんな食
品ロスがあるか予想し、
実際に調べたい
・実際に調査し、まとめ
る

・地域の農家やスー
パーにはどのような
食品ロス問題があり、
どのような工夫や対
策をしているのか、見
学を通して調べる
・家庭での食品ロスに
ついて調べまとめる
・自分たちにできそう
なことを考える

・段ボールコンポストの
役割や可能性につい
て知り、実際に作って
使ってみる
・地域の農家やスー
パーの取り組みの意
味について話し合う

・段ボールコンポストで
作ったたい肥の活用
・地域の農家やスー
パーの取り組みの意
味について発信する

７月 ８月 ９月 １０月 １１

国語
メモの工夫・伝えたいこ
とをはっきりさせて書こ
う・お礼の手紙

道徳
インタビューのマナー

社会
はたらく人
のしごと

栄養士・給食調理員
給食には様々な工夫や努
力が込められている

理科
たねまき

地域の農家・スーパー
農作業体験、店の見学

２０２４年度 ３年 ＥＳＤストーリーマップ「食品ロスって何だろう」 小平市立第五小学校 ２０２４年１１月１５日研究発表

スーパー
売り場へのポップな
どの掲示

保護者や青対小・
農家など地域の
方を招き、「もっ
たいないを広げ
よう」の会、開催

算数
表と棒グラフ



では、実際に「主体的・対話的で深い学び」の
学習過程で授業を構想してみましょう。

小学４年生の教科「社会」

「水と私たちのくらし」です

それぞれ、どんな活動をしたらいいでしょうか

＜学習問題を明確にする＞＜問題に気づかせる＞



・くらしと水
・浄水場のしくみ
見学

・行政の広域的な
協力

・家庭での協力
・水道キャラバン

・水の旅にまとめ、
物語をつくる

・浄水場のしくみを
水滴マンに解説さ
せる

・水道新聞で家庭に
などなど

・互いの作品への
コメントを書い
て渡し合う

・水を大切にする
よう家庭や校内
にも呼び掛ける

「こどもの学びに火をつける」ために
あなたならどんな手立てをしますか

いつでも安心して飲める水
は、どのようにして送られて
くるのだろうか、教科書や
資料集で調べよう。浄水場
にも行きたいな。
調べたら○○にまとめよう。

【問題に気づく】 【学び調べる】 【まとめ・吟味する】 【実践する】

＜学習問題を明確にする＞＜問題に気づかせる＞ ＜学習計画を立てる＞

親しみ・憧れ・共感
不安・危機感

それらをひっくり返し
疑問から学習問題へ

解決に向け何からど
うやって取り組もう



あなたは
「こどもの学びに火をつける工夫」
としてどんなアイデアで勝負しよう
と思いますか？メモ書きしましょう。

近くの方と・・・情報交換をして、
アイデアを出し合い
聞き合いましょう。５分間です。

出されたアイデアをメモ書きしましょう。



グループの中で出された、

一番わけのわからない笑っちゃう

ようなアイデアって、可能性が高い

と思いますよ。







東日本仙台市水道局非常用給水所



 

金沢・粟崎の断水長期化  給水所通い「つらい」  

朝日デジタル 2024 年 1 月 6 日付  







東京都水道局の水道キャラバンによる出前授業（関係機関との連携）







ＳＤＧｓにつながる総合的な学習の時間
「水の授業」４年・福島主任教諭





別の事例からも考えてみよう

火事と私たちの暮らし 小学４年（現行３年）



従来の教科書ではこのような
イラストから、学習問題を考え
させてきた。どのような基本的
な事実が読み取れるだろうか光文書院社会科

４年資料集より



・火事とくらし
・消防署の取組み
（見学）

・行政の広域的な
協力

・地域の備え
・消防団員を迎え

・消防壁新聞づくり
・町内の防災マップ
づくり

・「子ども火の用心」
への参加

・互いの作品への
コメントを書い
て渡し合う

・保護者に向けた
防災の町づくり
説明会を開催

「こどもの学びに火をつける」ために
あなたならどんな手立てをしますか

いつでも安心して暮らせる
ように、消防署ではどのよ
うな備えをしているのだろう
か、町にはどんな備えがあ
るのだろう調べて大人にも

教えられるようになろう。

火事

【問題に気づく】 【学び調べる】 【まとめ・吟味する】 【実践する】

＜学習問題を明確にする＞＜問題に気づかせる＞ ＜学習計画を立てる＞

親しみ・憧れ・共感
不安・危機感

それらをひっくり返し
疑問から学習問題へ

解決に向け何からど
うやって取り組もう





無門会という社会科の研究会が開発
共有した指導法を参考にしています。









酒田で大火 １，２００戸焼失｜ニュース
｜NHKアーカイブス

https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009030143_00000
https://www2.nhk.or.jp/archives/movies/?id=D0009030143_00000






０ １００ ２００ｍ





０ １００ ２００ｍ





深川消防署の
岩井さん

八
名
川
小
学
校

３
年
生
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
深
川
消
防
署
の
岩
井
で
す
。

み
な
さ
ん
、
火
事
の
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ろ
し
さ
は
わ
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
か
。

実
は
、
江
東
区
は
、
家
な
ど
が
多
く
、
火
事
に
な
る
と
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広
が
り

や
す
い
の
で
、

わ
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し
た
ち
は
、
と
っ
て
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
皆
さ
ん
が
、
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つ
で
も
安
心
し
て
く
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
も
の
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ご
く
色
々
な

工
夫
を
し
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が
ら
、
火
事
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の
そ
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を
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い
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よ
。

ま
た
、
町
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち
や
、
そ
れ
以
外

の
色
々
な
人
た
ち
と
も
、
と
く
べ
つ
な
や
く
そ

く
を
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て
、
こ
の
町
を
守
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て
い
る
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
。
安
心
し
て
暮
ら
し
て
く
だ

さ
い
。



＜問題に気づかせる＞

1)酒田の大火を事

例に基本的な事実

と出会う（火事の恐ろしさ）

2)体験したり資料を見

たりしたことから、

多様な気づきや感想

などをもち、それを

共有する

＜ 火をつける ＞

3) 矛盾する事実や意表

をつく話として、深川消

防署の岩井さんの話

から様々な疑問を感じ、

付箋紙に書き出し、それ

をまとめる中から学習

問題にまとめる

＜テーマを決める＞

4)問題について、自分なり

の予想をする

5)どの問題から調べようか

相談し、順番を決める。

⌐≈™≡╙ ═√

╡ ∆╢

だれにどんな発信⅜≢

⅝╢⅛ ∆╢

Ū ū Ŭ
＜学習問題を明確にする＞＜問題に気づかせる＞ ＜学習計画を立てる＞

親しみ・憧れ・共感
不安・危機感

それらをひっくり返し
疑問から学習問題へ

解決に向け何からど
うやって取り組もう



評価のありかた

ＥＳＤの達成目標の指標として、
こどもの成績をつける評価指標に
してしまうと、旧来の到達度による
評価と変わらないことになります。
また、これらは、「例」なのです。
ですから、学習過程の中で意識
して見とるための視点として活用
したり、育てたい力を考える際の
ヒントとしてお考えいただくといい
ように思います。

批判的に考える力



城
東
小
学
校
校
長

古
川
清
行
氏
の
指
導
観
に

見
ら
れ
る
「
方
向
目
標
」
の
考
え
方

国立教育政策研究所が示す「持続可能な社会づくりの６つの構成概念（例）」や
「７つの能力・態度」は重要ですが、到達目標型の評価観からの脱却が前提です。

子ども一人ひとり
が何を契機にどの
ように変容したの
かを見取る

批判的に考える力・・・A

批判的に考える力・・・B

批判的に考える力・・・C

このようにA、B、C 等で評価することは
子どもの成長に役立つのだろうか



江東区立八名川小学校2016年度 6年学習指導案より

「未来へはばたけ！～小学校卒業研究～」指導者 吉岡佐登美 小野瀬悠里

批判的に思考判断する力

批判的に思考判断する力



秋田県大仙市立大曲南中学校
（ユネスコスクール大賞の

ＥＳＤ優秀賞の受賞校）
※ 同校ホームページを元に作成

（例）

国立教育政策研究所資料



批判的に考える力



ＳＤＧｓの時代の教育のあり方

① 指導者（大人）主体から、学習者（こども）主体へ

② 知識伝達型から変容型へ



ＳＤＧｓの時代の教育のあり方

伝統的
教育

授業

学び

知識は
あるが
他人事

気候変動を自分事に
捉える16～25歳は、
フィリピン 84   ％

 インド 68.1％
フランス 58.1％
イギリス 49.1％
アメリカ 46.6％
日本 16.4％

国谷裕子氏の講演20231214より

B.Jickling &A.Waks,2008をもとに、 が
作成したものを手島が編集

こんな子どもを育てる
教育しかできていない
のでは、日本の教育の
名折れと思いませんか？



１年 秋のおもちゃの店

２年 うごくおもちゃ大しゅう合

３年 八名川タイムトラベル

４年 やさしさパワーアップ大作戦

５年 今やろう！
地震から身を守る備えを！

６年 未来にはばたけ！
～小学校卒業研究～

第7回八名川まつり発表内容

キャリアの視点から将来設計と学び方を語る

保護者や地域の方と備えを語る

妊婦さん・外国人・お年寄り・・・・

町の史跡や道具を調べて語ります。

ゴムで、風で、坂道で・・・いっしょにあそぼ！

ドングリやまつぼっくりで楽しもう

令和元年の八名川まつりＥＳＤパワーアップ交流会は、
10月19日（土）。児童の発表内容・研究交流の時程等は、
江東区立八名川小学校ホームページからご確認ください。

ホールスクール・アプローチ

⑩ホールスクールアプローチ（６６～６８）





八名川まつりのような
「全校児童（生徒）によるＥＳＤ学習発表プレゼンまつり」
をすることの価値

① 一人一人の子どもが、「大人から子どもまで様々な
世代の方に向かって、自分の学びを、何回も語る。」
という経験ができる。
人に伝える中で、自分の学びへの深い理解が進む。

② 多くの人に認められ、自信と誇りと課題意識が育つ。
③ テーマごとにグループを作って学び・まとめ・発表す

ることで、開かれた学年ができる。
④ あこがれをもって上級生の取り組みを見る中で、毎

年、無意識のうちに、前年の取り組みを越えようと工
夫され、全校の学びの質が、自動的に高まる。

これを教育課程に位置づけるのもカリキュラムマネジメントです



総合的な学習の時間と学力との相関

H25

グラフの横幅は各々の
児童数の割合を反映

総合的な学習の時間と学力の相関



総合的な学習の時間と学力との相関
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グラフの横幅は各々の
生徒数の割合を反映
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総合的な学習の時間と学力との相関

グラフの横幅は各々の
生徒数の割合を反映
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その場限りの学力向上策？は、愚策です。学力は、学びの後からついてくるのです。

総合ＥＳＤの充実が、学力も向上させた江東区立八名川小学校の事例



学力以外での児童の変化

① 学習全般に対する積極性が高まる

② 子ども同士の人間関係が穏やかになる

③ 誰の意見に対しても尊重し、聞き合えるようになる

④ 大人に対する信頼感が高まる

⑤ どの学年もプレゼン能力が飛躍的に高まる

⑥ 全校集会など、児童の活動が主体的になり、質も向上

⑦ 高学年が頼りになる



教員の変化、保護者や地域の変化

① 子どもを怒鳴りつけるような指導が影を潜め、

② 子どもの学びに火をつける工夫をしようとする

③ 的確な指示・説明や称揚が増える

④ 前年までの指導を共有・改善し、授業を進化させる

⑤ この学校で働けることに誇りと喜びを感じる

⑥ 保護者アンケートが感謝の言葉で始まるようになった

⑦ 保護者・地域は参観から参画へ、そして協力者へ



・「子どもの学びに火をつける」ことができない教師は
子どもの立場に戻って学び直そう

・一人の教師が、同じ単元を毎年授業できるわけではない。

・授業用の資料・活動のさせ方・依頼の手紙文、作品例など
学年・単元名の入ったフォルダを作り、共有する。

・それによって、だれもが互いの実践を共有すること。

・うまい火のつけ方なんて、だれもができるわけでない。
だから、力を合わせて単元開発をする。情報交流と蓄積！

・一つの学年で、一年間に一つの単元(導入から終末まで)の
開発ができたらそれで十分。３年間くらいかけると年間の
主な指導計画ができてくる。それがカリ・マネにもなる。
コピーして形だけ整え、実践をしないのは、いけない。



宇都宮大学・群馬大学共同教育学部

ESD教育法②

「主体的な学びのつくり方」

令和７年５月１７日（土）
１２：４０～１４：１０

ＥＳＤ、ＳＤＧｓ推進研究室 室長
江東区立八名川小学校 元校長

手島 利夫
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